救出 - 2
神は成功を約束される
出エジプト記 6:28-7:7
解放1では、神はモーセに、ユダの手紙ヤ人の民が神を礼拝するために三日間の休暇を取ることをファラオに願い出る際、その願いを裏付けるためのいくつかのしるしをお与えになりました。モーセとアロンは、彼らが神から遣わされた者であることをユダの手紙ヤ人の民の指導者たちに納得させ、彼らの代表としてファラオの前に出ることについて承認を得ました。彼らがそうして、もしファラオが三日間彼らを解放しなければ、神が疫病または剣によって彼らを罰せられると述べたとき（出エジプト記 5:3）、彼らは落胆したことに、ファラオが彼らの願いを拒んだだけでなく、ユダの手紙ヤ人を労働からそらそうとしていると非難するのを知りました。その結果、彼はイスラエル人の仕事の困難さを大いに増し加えました。
ファラオは以前、泥れんがを作るためのわらを提供していたが、これからは彼ら自身でこの材料を集めなければならないと命じた。彼は解放を約束して来たのに、かえって彼らの状態を以前より悪くしたため、ユダの手紙ヤ人たちはモーセに対して不安と怒りを抱いた。
モーセは彼らの失敗について神を責めながら、祈りのうちに神のもとへ戻った。しかし神はモーセに、アロンとともにファラオのもとへ戻り、彼らの願いを再び申し出るように命じられた。ただし今回は、三日間だけではなく、永久に去ることを願うのである。
次の場面が始まる前に、神は起こることとその最終的な結果を要約し、モーセとアロンの信仰と勇気を築かれます。また、ファラオに立ち向かう際に、彼らがどのように協力するかも説明されます。最初の試みが失敗したにもかかわらず、モーセがエジプトにとどまっていたことに注目してください。
- 出エジプト記 6:28-7:2
ファラオとの最初の謁見からしばらく時が過ぎ、再び神はモーセに語りかけ、エジプトの指導者のもとへ戻るようにとのご指示を繰り返されます。モーセは、神が初めて彼を召されたときに述べた言い訳を、もう一度用います（彼は話すのが得意ではありませんでした）。神は、御心を成し遂げるにあたって、彼の弱さにどのように配慮されるかを、忍耐強く説明されます。
神はモーセに指示を与えます。モーセはそのメッセージをアロンに伝え、アロンはまるで神ご自身から受け取ったかのように受け取ります（疑いや提案もなく、変更やためらいもありません――アロンを納得させる必要はありませんでした）。ファラオは、アロンを通してモーセによって届けられる、神からのメッセージの受け手となります。
³ ファラオは簡単には承知しないので、わたしはエジプトで数々の奇跡を行う。 ⁴ それでも、彼はなかなか言うことを聞かないだろう。そこで最後に、大きな災いを送って痛めつけ、そのあとで、わたしの民を救い出す。 ⁵ その力を目の当たりにする時、エジプト人は、わたしがほんとうに主であることをはっきりと知るだろう。」
- 出エジプト記 7:3-5
この表現については、神学的に多くのことが論じられてきました。この箇所の3節にある「わたしはファラオの心をかたくなにする」という表現、また、モーセがファラオにユダの手紙ヤ人を解放するよう繰り返し要求し、主がファラオの心をかたくなにされる一方でファラオが拒み続ける、これらの出来事を読み進める中で出てくる同様の表現についてです。
最も一般的な結論は、神がご自身の主張を示すために、この人の自由意志を否定するか、無効にしたというものです。結局のところ、もし彼が最初の訪問でモーセの要求に屈していたなら、ここに神への栄光はなく、ただ、誰それのファラオの治世中に、イスラエル人がカナンへ向かってエジプトを出たという歴史上の脚注が残るだけだったでしょう。
結局のところ、奇跡的な災いがなければ、出エジプトの驚くべき物語はあり得ません。そして、ファラオの信じられないほどの頑固さ、すなわち頑なな心がなければ、奇跡的な災いもありませんでした。ここで問題となるのは、もし神がこれをなさったのなら、神は一人の人間をその意志に反して強制し、悪いことを行わせ、自国に破滅をもたらし、さらに数え切れない人々に死をもたらしたことになるということです。これを、神の知り得ない主権によるものだと説明して片づける人もいます（私たちは至高の存在の御心をいつも理解できるわけではありません）。
このような考え方を出発点とし、他の聖句も用いて、無条件的選びの教理が形成されました。これは、神がご自身の目的と願いに基づいて、ある人々を救いのために選び、他の人々を罪に定めるために選ぶという教えです。この場合、神はファラオを罪に定め、滅ぼすために選び、また彼を小道具として用いることによって、ご自身に栄光を帰し、ユダの手紙ヤ人を神の特別な民として高められた、ということになります。
私たち（新約聖書のクリスチャン）は、この節をこのように解釈することも、神の主権（テモテへの手紙第二 1:9；ヨハネの福音書 6:37；ガラテヤ人への手紙 1:15）や、さらに言えば「選ばれた者たち」についての教えに言及しているこの節や他の節から、同じ結論を導き出すこともありません。
出エジプト記にとどまり、7章3–4節を調べてみましょう。まず第一に、神はモーセが、自分を神と考えていたため当然ながら応答せず、頑なである人に立ち向かう備えをしておられました――ですからモーセは落胆してはなりませんでした（彼が初めて拒絶された後、まったく道理にかなった（神を礼拝するための三日間の旅）、そして論理的な（神の罰を避ける）願いを申し出たときにそうであったように）。
「ファラオの心をかたくなにする」という表現は、十の災いの物語全体を通して繰り返し登場します（9:12、10:1、20、27、11:10、14:4、8、17）が、これは何を意味するのでしょうか。
それは、神がファラオの意志に反して彼の心をかたくなにされたという意味でしょうか。まるで、王が第二の災いの後に屈服する用意ができていたのに、神が介入して、彼が本当にそうしたいと思っていた時でさえ、屈服することを拒ませたかのように？
時には、聖書の表現が、論理的に思われたり、当てはまるように思われたりする結論を示唆することがありますが、それは他の多くの箇所にある聖書の明白な教えと明らかに矛盾します。
ルカの福音書 14:26で、イエスはご自分の弟子になるためには、「父と母を憎まなければならない」と言われています。
もし私たちがその箇所を単純に額面どおりに受け取るなら、クリスチャンになるには、両親を真剣に拒絶することが必要になるでしょう。しかし、私たちには、「あなたの父と母を敬え」出エジプト記 20:12、また「子どもたちよ、主にあって両親に従いなさい。それは正しいことだからです」エペソ人への手紙 6:1と教えている、ほかの多くの箇所があります。
しかし、文脈から、イエスは比較を用いて、御自分に従おうとする弟子たちに、従うことの大きな代価を説明しておられることが分かります。御自分に従うことが、彼らの親の意志に逆らわなければならないことを意味するなら、そのような場合には、それが代価となるため、彼らは親よりもイエスを選ぶ覚悟をしなければなりません。
ファラオと、「その心をかたくなにした」という表現に戻りましょう。この表現に関連する出エジプト記の他の聖句（7:13、14、22、23; 8:15; 19:32; 9:7、34-35）を調べると、ファラオ自身がその心をかたくなにしたことが分かります。
では、ここで実際に何が起こっているのでしょうか。これを行っているのはファラオなのでしょうか、それとも神なのでしょうか。答えは、両者が何かを行っているということですが、それは神がファラオの意志を無視しているということではありません。
神は時間の外に存在し、永遠であられる一方で、すべての事柄の初めと終わりをご存じであることを、私たちは理解する必要があります。言い換えれば、神は私たちが下す選択の最終的な結果をご存じですが、私たちの選択を強制したり、私たちの選択や決定を覆したりはなさいません。
私たちには完全な自由意志があります。つまり、罪があるにもかかわらず、被造物を通して、良心を通して、また聖書の啓示を通して、なお神を知ることができるということです。
神を知ることに加えて、私たちの自由意志は、私たちが望むなら神を拒むことも許しています。そして、先に述べたように、神は私たちの選択と、その最終的な結果をご存じです。しかし、神は私たちに異なる選択を強いることはせず、聖書、教会、その他の手段を通して、正しく選ぶよう私たちを促しておられます。
ファラオに起こったことは、パウロによってローマ人への手紙1:18-32でさらに詳しく説明されています。
- ローマ人への手紙 1:22-25:28
この箇所で使徒の働きは、まことの神についての基本的な知識は、外的には被造物の証しを通して、内的には人の良心を通して得られると説明しています。次に彼は、人々には、まことの神についての知識に従うか、それとも破壊的で罪深い行動の道を選ぶかの自由があると説明しています――被造物の証しと自分の内なる良心を否定する道です。彼はこのことを二度述べています。
ここでファラオが関わってきます。下へ向かう道を選ぶ者たちに対して、神は彼らを行かせ、滅びへ向かう旅路にあるあらゆる障害を取り除かれます。なぜでしょうか。裁きが来たとき、彼らの意志についても、彼らの罪についても、疑いの余地がないようにするためです。
これらの考えを合わせると、神はファラオが神にどのように応じるか――反抗と不敬――をご存じだったことが分かります。神は憐れみによって、しるしと、御心のままに現れたり消えたりした奇跡的な災いを通して、ご自身のより大きな力を示された時でさえそうでした。最終的に、神は彼を、その心の罪深く、高慢で、頑なな状態に引き渡されました。あるいは、モーセが記したように、神は彼の心を頑なにされたのです。
言い換えれば、神はファラオが何を選ぶかを知っておられ、彼がそうするのを許されたので、その心をかたくなにされたのです。それは、彼の罪深い高慢と頑なさを通して、イスラエルの民をエジプトの奴隷状態から解放するために働いていた神の力を示すためでした。神はファラオが信じるのを妨げられたのではなく、彼がそうすることによって、その心がかたくなになったのです。神は、彼の反逆を許され、それがこの結果をもたらしました。
ユダの手紙ヤ人たちとファラオだけでなく、金の糸の神の力を知ることになり、5節は、エジプト全土がユダの手紙ヤ人の神を知るようになると述べています。
⁶ モーセとアロンは、主の命令どおりにしました。 ⁷ その時、モーセは八十歳、アロンは八十三歳でした。
- 出エジプト記 7:6-7
このセクションは、主がやがて彼らに行うよう命じるすべてのことをモーセとアロンが行ったという注記を付した括弧内の文で要約を締めくくり、神への奉仕を始めた時の彼らの年齢にも言及しています――モーセは80歳、アロンは83歳でした。
レッスン
1. それがあなたの望みなら、神はなおあなたを罪に引き渡すことがおできになります。
神が人を扱われるこの特徴は、今日もなお働いており、旧約聖書の登場人物に限られるものではありません。
ユダの手紙ヤ民族の最初の二人の王、サウルとダビデの違いを見てみましょう。
サウル王は、治世が始まってそれほど経たないうちに、自分の衝動的で忍耐のない性質に屈し始めました（すなわち、サムエルがいけにえを献げるのを待たず、自分で献げましたが、それは許されていませんでした―サムエル記上13章）。神は正当にサウルを罰し、彼から王国を取り去られました（つまり、彼の後継者は彼自身の家族から出ることはありませんでした）。
サウルの生涯について読み進めても、謙遜な悔い改めや、より従順になろうとする努力は見られません。しかし、神はそれでもサウルが合計40年間治めることをお許しになりました（サムエル記第一 13:1）。
サウルは神に対して心と判断を頑なにし、ダビデが自分の代わりに、また自分の息子ヨナタンではなく王となることを知った後も、ダビデを滅ぼそうとする努力を続けたことによって、それが明らかになりました。神は彼がそうすることをお許しになりましたが、サウルはその罪深さのために大きな代償を払い、人生と治世の終わりまでには狂気へと陥りました。
ダビデの生涯について読むと、彼の軍の指揮官の一人であるウリヤの妻バテ・シェバとの出来事（サムエル記第二 11:1-12; 25）が本当に際立っています。
私たちは、姦淫、殺人、そして自分の犯罪を隠すための隠蔽工作を含む、ダビデの行いをよく知っています。神はまた、ダビデを呼び出してその罪を罰せられました（バテ・シェバとの間に生まれた彼の子は死に、その後、彼の家族には絶えず混乱が続きました）。しかしダビデは、神の命令を無視し、性的な罪やその他の世俗的な放蕩にさらにふけることによって、神に対して心をかたくなにすることはありませんでした。
それどころか、彼は自らをへりくだらせ、自分の悪い行いと、それによって自分が被ったすべてのことを嘆き悲しみました。彼はその全経験を記念するために、美しい詩篇さえ書きました。
¹ 罪を赦された人は、どれほど幸せなことでしょう。
罪がすっかり消された喜びは、
どれほど大きいことでしょう。
罪を告白し、その記録を消し去ってもらった人は、
どれほど解放感を味わうことでしょう。
³ 私には、罪を認めたくない時がありました。 
しかし、私はかえってみじめになり、
くる日もくる日も挫折感にとらわれて過ごしました。 
⁴ 神の御手が、いつも重くのしかかっていました。 
私の力は、強烈な日ざしの照りつける
水たまりのように干上がりました。 
⁵ とうとう私は、自分の罪を 
神の前にさらけ出さざるをえませんでした。
「何もかも主にお話ししよう」と決心したのです。
すると、あなたは赦してくださいました。
私の罪は跡形もなく消えたのです。 
⁶ 私は神を信じる人々に、 
自分の罪に気づいたら、まだ赦される間に
神に告白しなさいと、大声で忠告します。
そうすれば、その人はさばきを免れるのです。
⁷ この人生に、どんな嵐が吹き寄せようと、 
私は神のもとに避難します。
そこでは勝利の歌が響き、
苦しみに巻き込まれることがないからです。 
⁸ 主はこう言われます。 
わたしはあなたを教え、最善の人生へと導こう。
助言を与えて、一歩一歩を見守ろう。 
⁹ くつわをはめなければ言うことを聞かない、 
馬やらばのようになってはいけない。 
¹⁰ 悪者どもは次々と悲しみに見舞われますが、 
主に信頼する人は無限の愛に包まれます。 
¹¹ ですから、神のものとなっている人々は喜びなさい。 
神に従おうとする人々は、
喜びの声を上げなさい。
- 詩篇 32:1-11
ダビデの経験の三つの段階に注目してください：
1. 自分の罪のために苦しむ。
1. 赦されたことによる安堵と喜び。
1. 自分自身の経験について、またその経験を通して、他の人々に教える決意。
ファラオとサウルは、神と直接向き合いながらも、神を認めることも神に従うことも拒む人々に何が起こるかを示す良い例です。神に抵抗する経験は心を頑なにする効果があります。別の言い方をすれば、神に抵抗することによって、霊的な事柄すべてを信じる私たちの能力が弱められるのです。
一方、ダビデは、真の悔い改めが何をもたらすことができるかの一例です：
1. それは神の御前で私たちの心を柔らかくし、将来、より容易に従えるようにします。
1. それは私たちの目を開き、神の善良さをより明確に見えるようにします。
1. それによって、私たちは自分の罪のために神の恵みを受けることができます。
ダビデは姦淫と殺人の罪を犯しましたが、それでも生涯の残りの日々、絶えず神を賛美し、仕えることができました。私たちは神から完全な自由意志を与えられており、それは、神を信じることを選ぶことも、信じないことや神に逆らうことを選ぶこともできるという意味です。ファラオ、サウル、そしてダビデのこれらの物語は、私たちの自由意志による選択の働きと結果を示しています。
神に抵抗し、神を拒み、神を信じないことを選ぶと、私たちの心は頑なになり、良心は焼き印を押されたようになります――それが、死の床で回心する人が非常に少ない理由です。生涯において神に抵抗することを選んだ人は、死においても神に抵抗します。一方、神を受け入れ、神を信じ、その結果として神に従うことを選ぶなら、私たちの絶対的な自由意志に独特の影響が及びます。時が経つにつれて、信者は自分の意志が神の御心と調和することを望むようになります。
完全な自由意志こそ、実際に私たちに属している唯一のものであり、信者の人生のある時点で、彼は自分がささげることのできる唯一のもの――自分の自由意志――を神にささげます。
イエスと非常によく似て、私たちの信仰は最終的に、「父よ、私の意志ではなく、あなたの御心がなされますように」と言うに至ります。
最終的に、私たちの絶対的な自由意志は、神にささげることができるように私たちに与えられたものであり、私たちがそうすると、それは次のものを生み出します：
· 神への誠実で最大限の愛。
· 真の霊的な識別力と知識。
· 私たちの主であり救い主であるキリストにあっての喜び、平安、そして安息。
2. 神にあっては、役に立つ者となるのに遅すぎることは決してない
アロンは、その生涯の後半に、比較的無名な立場からユダの手紙ヤ民族の最初の大祭司となりました。モーセは、神が彼を不可能に思われる使命へと遣わされたとき、人生の最後の三分の一に入っていました（エジプトの王女の息子としての一つの生涯、ミディアンで羊飼いとしてのもう一つの生涯を過ごしていました）。
2005年、私は60歳でした。多くの人が退職について考え始める時期に、私たちは試みとして初めてBibleTalkの働きをYouTubeに掲載しました。開始以来、世界中から2:200万人を超える人々が私たちの教材を視聴し、多くの人がそれらを他の人々にも伝えてきました。
ここでの教訓は、神は私たちが制限されているようには制限されないということです。神の御名による働き、ミニストリー、または他の人々への奉仕を生み出すために、神が必要としておられるのは、あなたの信仰と従順です。あなたを制限するものは、神を制限しないということだけは覚えておいてください。
